
姫

見

塚

と

国

母

都
市
化
が
急
速
に
進
み
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
の
奔
流

に
生
活
と
心
を
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
近

代
都
市
市
民
の
姿
と
も
い
え
る
。
戦
後
四
〇
年
、

か
つ
て
、
ひ
な
び
た
目
母
地
区
も
時
の
推
移
に
体

質
は
す
っ
か
り
変
化
し
た
。
無
統
制
の
住
宅
増
加

と
人
口
の
増
加
が
人
間
模
様
を
多
様
化
し
、
隣
は

何
を
す
る
人
ぞ
、
至
言
が
互
い
に
心
に
こ
た
え

る
。
こ
の
傾
向
の
中
に
漸
く
熟
年
層
に
も
若
い
世

樋

光

ム
ロ

代
の
人
達
に
も
、
故
郷
国
母
の
凍
し
さ
と
歴
史
の

価
値
観
に
関
心
を
よ
せ
る
向
き
が
多
く
な
り
、

「国
母
地
区
故
郷
づ
く
り
運
動
」
に
拍
車
と
な
っ

て
、
全
国
に
稀
な
地
名

『
国
母
』
の
発
祥
と
歴
史

の
解
明
を
望
む
声
が
盛
り
あ
が

っ
て
き
た
。
国
母

地
区
地
史
研
究
会
は
こ
れ
に
応
え
て
努
力
し
、
国

母
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
姫
見
塚
と
染
殿
后
の

伝
説
や
、
国
母
の
由
来
を
次
の
様
に
ま
と
め
た
。

そ
の
一
部
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

姫
見
塚
の
位
置

県
道
甲
府
市
川
線
で
千
秋
橋
を
経
て
ニ
キ
ロ
、

国
母
七
丁
目
で
甲
府
バ
イ
パ
ス
と
そ
の
交
差
点
に

い
た
る
。
交
差
点
の
南
側
の
歩
道
を
東
に
約
二
〇

〇
米
歩
い
た
右
手
の
自
動
車
修
理
工
場
の
　
一
脇
物
和

園
の
畦
の
上
に
僅
か
に
残

っ
て
い
る
桜
の
一
株
が

あ
る
。
そ
こ
が
姫
見
塚
の
中
心
だ
っ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

終
戦
前
ま
で
は
こ
の
辺
り

一
帯
は
見
渡
す
限
り

の
田
園
で
、
春
は
菜
種
の
花
、
レ
ン
ゲ
の
花
で
絨

緞
を
敷
き
つ
め
た
様
な
詩
情
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い

た
。
桜
で
表
徴
さ
れ
た
姫
見
塚
は
昭
和
初
期
頃
ま

で
は
、
ま
だ
相
当
広
い
場
所
で
、
春
の
彼
岸
頃
と

も
な
れ
ば
桜
が
美
事
に
咲
き
誇
り
、
付
近
の
人
達

が
花
を
愛
で
な
が
ら
昔
物
語
に
興
じ
た
由
緒
と
ロ

マ
ン
の
憩
い
の
場
所
で
あ
っ
た
。

（
１
）

こ
の
桜
は
染
井
吉
野
と
か
能
成
寺
吉
野

で
は
な
く
、
山
桜
系
統
の
種
類
で
あ
る
。

花
は

一
重
で
小
さ
く
、
京
都
吉
野
の
伝
来

の
山
桜
と
同
じ
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
桜

の
大
樹
は
時
の
移
り
か
わ
り
に
よ
り
附
近

一
帯
が
農
地
化
さ
れ
た
た
め
表
え
た
が
古

株
が
名
残
を
と
ど
め
、
現
在
は
脇
芽
で
育

姫見塚跡に残る桜の木立
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っ
た
二
・
三
本
の
小
枝
に
今
年
も
花
を
つ

け
て
い
た
。
こ
の
桜
の
大
樹
の
実
在
に
つ

い
て
旧
日
本
陸
軍
陸
地
測
量
都
発
行
の
五

千
分
の
一
の
地
図
に
独
立
樹
潤

（葉
樹
）

と
し
て
記
号
で
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。

清
和
天
皇
の
母
君

・
染
殿
后
に
ま

つ
わ
る
姫
見
塚
の
資
料

『
甲
斐
国
志
』巻
之
四
十
四
、
古
蹟
都
第
七
、
巨

摩
郡
中
郡
筋
に
昔
時
の

「
国
母
」
の
郷
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

国
母
郷
。
又
云
此
所

ハ
染
殿
后
ノ
御
領

ニ
テ
時

人
国
母
ノ
郷
卜
呼
シ
故

二
稲
積
国
母
地
蔵
卜
称

ス
ル
ナ
ツ
ト

（染
殿
后

ハ
忠
仁
公
ノ
女
　
文
徳

ノ
后
　
清
和
ノ
母
故

二
国
母
卜
称
ス
。
日
本
記

略

二
昌
泰
二
年
己
未
五
月
十
二
日
甲
寅
大
皇
太

后
藤
原
明
子
崩
年
七
十
三
号
染
徳
太
后
或
云
フ

同
三
年
崩
）
按
二
稲
積
庄
ノ
内
ナ
ジ
国
母
ノ
郷

名

ハ
他
書

二
所
見
ナ
シ
疑
ラ
ク
ハ
慈
母
ノ
義
フ

云
ナ
ル
ベ
シ

（傍

ｏ
印
筆
者
）

右
の
内
容
に
つ
い
て
、
国
母
地
区
に
吉
く
よ
り

伝
え
ら
れ
て
い
る
古
老
の
話
題
な
ど
を
も
と
に
し

て
国
母
地
区
地
史
研
究
会
の
会
員
が
地
区
内
旧
家

に
伝
わ
る
古
文
書
を
探
り
、
併
せ
て
稲
積
国
母
地

蔵
の
旧
蹟
を
中
心
と
し
て
日
輪
山
法
城
寺
跡
を
探

査
、
更
に
東
光
寺
と
京
都
花
園
の
法
金
剛
院
の
つ

な
が
り
を
調
査
し
た
。
以
下
そ
の
内
容
を
簡
単
に

説
明
し
た
い
。

旧
中
巨
摩
郡
国
母
村
上
条
新
居

（
現
在
は
甲
府

市
国
母
八
丁
目
）
に
現
存
す
る
姫
見
塚
が
染
殿
后

の
遺
跡
で
あ
る
事
が
古
来
か
ら
の
伝
承
伝
説
ま
た

幾
多
の
古
文
書
な
ど
を
参
考
と
し
て
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
。

此
の
附
近

一
帯
は
地
名
を
姫
見
塚
と
総
称
さ
れ

制
度

（
上

，
小
学
名
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
心
に

塚
が
あ
り
周
辺
に
蓮
池
そ
の
他
の
池

沼
が

点
在

し
、
塚
の
中
央
に
桜
木
の
大
樹
が
永
い
歴
史
を
象

徴
し
て
い
た
。
即
ち
、
国
母
文
協
の
地
史
研
究
部

が
古
上
条
町
の
旧
家
窪
田
郁
雄
氏
方
か
ら
発
見
し

た
宝
暦
年
間
の
絵
図
に
は
、
上
条
新
居
村
の
中
に

小
字
名
を
姫
見
琢
と
称
し
半
径
約
二
〇
〇
米
程
の

地
積
が
表
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
央
に
桜
の
大

木
の
あ
る
丸
塚
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
往
昔
以
来

こ
こ
を
郷
上
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
附
近
住
民
は
篤

い
信
仰
と
平
安
朝
の
国
母
と
仰
が
れ
た
染
殿
后
の

遺
跡
と
敬
信
し
続
け
て
来
て
い
る
。
そ
れ
が
永
年

に
及
ぶ
地
域
の
変
ぼ
う
と
近
代
農
業
構
造
の
農
地

拡
充
の
時
代
の
波
に
浸
透
さ
れ
、
次
第
に
僅
か
の

面
積
と
な
っ
て
し
ま
つ
た
。

（
２
）

甲
府
市
役
所
、
固
定
資
産
台
帳
記
載
甲

府
市
上
条
新
居
町
村
後

一
三
四
七
番
地
地

日
、
原
野
。
地
積

一
六
平
方
米

（
昭
和
五

七
年
四
月
調
査
）

国
母
染
殿
后
の
こ
領
地
目
母
の
郷

に
つ
い
て

山
梨
県
立
図
書
館
所
蔵
の

『
甲
斐
州
稲
積
国
母

地
蔵
霊
験
記
』
に
よ
る
と
、

本
朝
イ
マ
タ
三
十
三
ケ
国
ニ
シ
テ
五
幾
七
道
モ

不
定
当
時
行
基
菩
薩
彼
ノ
甲
斐
国
之
地
形
フ
見

給
イ
ク
レ
ハ
凡
ゾ
四
岳
八
峰
立
囲
ミ
テ
瑞
雲
常

二
起
覆
テ
像
似
千
宝
形
内
凹
ナ
ツ
サ
レ
バ
冨
貴

之
相
フ
示
メ
ツ
イ
ニ
仏
法
繁
昌
之
霊
地
灸
二
妙

也
と
感
じ
篠
原
の
丘
の
東
麓
に
庵
を
結
び
湿
地
干
拓

の
事
業
を
念
願
し
多
く
の
神
々
、
農
民
の
協
力
を

得
た
と
謂
わ
れ
亦
た
他
書
に
よ
る
と
行
基
は
養
老

元
年
四
月
布
教
を
禁
じ
ら
れ
都
を
放
逐
さ
れ
諸
国

行
脚
に
出
、
養
老
二
年
戊
年
三
月
甲
斐
国
に
来
り

篠
原
丘
に
て
地
蔵
菩
薩
の
化
身
の
大
法
師
の
啓
示

を
受
け
、
山
紫
水
明
の
甲
斐
国
々
中
盆
地
の
開
田

に
志
し
た
。
そ
れ
は
僧
侶
た
る
者
は
技
術
、
工
芸
、

暦
数
な
ど
の
知
識
を
も
ち
、
そ
れ
を
実
際
に
役
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
五
明
の
思
想
に

基
づ
く
も
の
と
し
、
こ
の
活
動
に
協
力
す
る
豪
族
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や
農
民
の
力
を
広
く
結
集
し
て
河
を
拓
き
道
や
橋

を
つ
く
り
、
池
、
薄
、
樋
な
ど
を
開
い
て
農
業
を

起
し
た
。
農
民
は
喜
び
、
秋
に
な
っ
て
稲
が
実
る

と
稲
束
を
積
ん
で
豊
作
を
祝
い
、
人
々
は
こ
の
地

を
稲
積
の
郷
と
と
な
え
た
と
謂
わ
れ
る
。
行
基
の

こ
の
事
業
が
達
成
さ
れ
る
頃
、
あ
た
か
も
政
府
は

か
つ
て
戦
時
下
に
お
い
て
、
甲
府
に
山
梨
医
学

専
門
学
校

（
山
梨
医
専
）
が
、
引
き
続
き
山
梨
女

子
医
学
専
門
学
校

（
山
梨
女
子
医
専
）
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

当
時
の
医
専
希
望
者
は
非
常
に
多
く
、
倍
率
も

高
く
、
入
学
は
至
難
の
わ
ざ
で
し
た
。
両
校
と
も

校
舎
は
、
青
沼
に
あ
っ
た
甲
府
商
業
学
校
が
あ
て

ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
三
〇
年
七
月
六
日
の
夜
、
甲
府
は
杢
襲
に

見
舞
わ
れ
、
山
梨
医
専
の
校
舎
も
焼
失
い
た
し
ま

し
た
。
山
梨
医
専
は
二
回
の
入
学
生
が
あ
り
ま
し

た
が
、
山
梨
女
子
医
専
は
甲
府
杢
襲
の
前
日
七
月

五
日
が
、
第

一
回
目
の
入
学
式
で
あ
っ
た
た
め
、

一
日
も
学
ば
ず
し
て
校
舎
を
失
い
、
女
性
教
師

一

山
梨
医
専
の
空
襲
―
亡冗
ら
れ
た
遺
体
―

三
世

一
身
法
を
定
め
る
な
ど
し
て
、
治
水
、
開
日

政
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
の
で
、
お
そ
ら
く

行
基
は
甲
斐
国
稲
積
郷

一
帯
を
中
央
政
府
の
政
策

に
相
応
す
る
よ
う
な
方
向
で
実
り
豊
か
な
土
地
に

し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（市
史
編
さ
ん
調
査
協
力
員
）

柿

島

弁

隆

人
と
学
生

一
人
が
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
二
人
の
犠
牲
者
と
は
別
に
、
山
梨
医
専
に

は
解
剖
学
の
実
験
に
使
わ
れ
る
た
め
、
全
国
か
ら

集
め
ら
れ
た
多
く
の
遺
体
が
保
管
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
ら
も
当
夜
の
杢
襲
で
校
舎
と
と
も

に
焼
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
多
く
の
遺
体
の
ほ
と
ん
ど
が
氏
名
。年
齢
。

職
業

・
前
歴
不
詳
の
方
々
で
、
書
類
上
は

「大
多

気

望
氏
外
二
四
体
」、
ま
た

「
死
体
保
存
状
態
不

明
」
と
し
か
わ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

昭
和
三
一
年

一
〇
月
二
五
日
、
そ
の
後
関
係
者

に
よ
っ
て
処
理
を
終
え
、
当
山
仏
国
寺

（相
生
三

丁
目
八
十
五
）
の
無
縁
墓
地
に
、
山
梨
県
総
務
部

の
方
々
に
よ
っ
て
碧
ろ
に
埋
骨
さ
れ
ま
し
た
。

当
山
に
埋
骨
さ
れ
た
理
由
は
、
父
が
戦
時
中
に

甲
府
商
業
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

っ
た
た
め
≧
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
昭
和
二
六
年

一
二
月

一
日
、
山
梨
県
知

事
天
野
久
氏
に
よ
っ
て
永
代
供
養
の
お
願
い
が
あ

り
、
志
納
金
が
納
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
話
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
何

年
か
前
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
寺
の
年
中
行
事
と
し

て
供
養
を
し
て
き
た
こ
の
無
縁
墓
地
周
辺
の
整
地

中
に
、
多
数
の
お
骨
が
出
て
き
た
こ
と
か
ら
で
、

そ
れ
ま
で
私
が
思

っ
て
い
た
以
上
に
広
い
無
縁
墓

地
に
つ
い
て
、
父
母
か
ら
私
な
り
に
き
い
て
い
た

話
の
確
認
の
た
め
、
寺
の
古
い
書
類
を
調
べ
た
結

果
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
こ
の
墓
地
月

辺
は
手
を
つ
け
ず
、
そ
の
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。

山
梨
医
専
、
同
女
子
医
専
と
も
に
、
昭
和
三
二

年
三
月
を
も
っ
て
廃
校
と
な
っ
て
、
在
籍
し
て
い

た
学
生
達
は
、
希
望
に
よ
り
東
大
附
属
医
専
、
東

京
女
子
医
専
、
名
古
屋
医
専
に
転
入
し
た
方
々
も

お
り
、
医
学
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

戦
後
四
〇
年
県
民
待
望
の
山
梨
医
科
大
学
と
附

属
病
院
が
設
置
さ
れ
、
県
民
の
た
め
に
非
常
に
役

立

っ
て
い
る
現
在
、
杢
襲
に
よ
る
犠
牲
者
の
名
簿
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